
 

 1 / 2 

第 2 回岐阜羽島衛生施設組合 

一般廃棄物処理施設整備・運営事業者選定委員会会議録（要旨） 

 

日  時：令和 3 年 8月 20 日（金） 13：30～16：10 

場  所：岐阜市役所ほか（リモート開催） 

 

出席委員：守富 寛（委員長）、番 勝彦（副委員長） 

     藤吉 秀昭、二宮 善彦、小林 信介、大成 利広、長屋 敏樹、三輪 学、堀 仁志 

事 務 局：疋田 智（事務長）、不破 勝秀（施設建設推進課長）、施設建設推進課員 3 名 

アドバイザリー（八千代エンジニヤリング株式会社） 5 名 

 

１ 開会 

 

２ 議題 

(１) 第１回事業者選定委員会のご質問及び継続協議事項について 

・事務局より、建設用地周辺における過去の河川の氾濫状況を説明した。 

・事務局より、関係市町におけるプラスチックの回収状況を説明した。 

・総合評価一般競争入札と公募型プロポーザルについて協議し、総合評価一般競争入札の

方式で進めることとした。 

・委員名の公表時期について協議し、実施方針に記載し公表することとした。 

・委員会の開催状況について協議し、委員会終了後ホームページで公表することとした。 

 

(２) 事業者選定委員会の議題及びスケジュールについて 

・今後の委員会の議題とスケジュールについて確認した。 

 

(３) 次期ごみ処理施設整備・運営事業 要求水準書（案）について 

①設計・建設業務編 

・事務局より、要求水準書（案）設計・建設業務編の概要を説明した。 

・景観について、地域のシンボルとなる要素を追加するとよいとの意見があった。 

・地域温暖化対策について、省エネルギーに関する要素を追加するとよいとの意見があっ

た。 

②運営・維持管理業務編 

・事務局より、要求水準書（案）運営・維持管理業務編の概要を説明した。 

・売電について、事業者に対して売電量に応じたインセンティブを与える仕組みを、追加

するとよいとの意見があった。 

・災害時の対応ついて、発災後１～２週間の対応として、設備の導入を含めた対応策を、

追加するとよいとの意見があった。 
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(４) 落札者決定基準の検討（非価格要素以外）について 

・事務局より、総合評価点の算出方法（採点方式、価格評価点、定量化限度額、非価格点と

価格点の割合）を説明した。 

・採点方式や価格評価点等の協議を行い、一部の事項は次回の選定委員会で引続き協議を

行うこととなった。 

 

(５) 落札者決定基準の検討（非価格要素）について 

・事務局より、評価項目及び評価基準を説明した。 

・運営期間終了後の引継ぎについて、具体的に条件を示した方がよいとの意見があった。 

・売電について、将来、ごみ量・ごみ質が低下した際に、売電量の低下を抑制する仕組み、

ごみ量・ごみ質の変動に対するシミュレーションを提案させる要素を追加するとよいと

の意見があった。 

・地元貢献項目（地元企業の活用、地域経済の活性化、地域振興）について、委員の意見を

参考に、評価内容を再検討することとなった。 

 

３ その他 

・第 3 回委員会は 11 月 15 日（月）を予定。 

 

４ 閉会 

 

 

以上 


